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林
野
労
組

　

6
月
…
い
つ

の
間
に
か
今
年

も
半
分
が
過
ぎ

て
い
る
こ
と
に

最
近
気
が
つ
い

た
。
1
週
間
、

1
ヶ
月
、
1
年

が
早
送
り
さ
れ

て
い
る
か
の
よ
う
に
早
く
感
じ
る

と
い
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
▼
時
間
の
感
じ
方
に
は
年

齢
の
高
低
、
時
間
的
圧
力
の
有
無
、

幸
福
感
の
高
低
な
ど
が
関
係
す
る

そ
う
だ
が
、
昔
か
ら
「
◯
◯
歳
を

過
ぎ
た
ら
時
間
が
経
つ
の
が
早

い
」
と
日
常
的
に
よ
く
話
す
こ
と

が
あ
る
日
本
人
の
決
ま
り
文
句
と

な
っ
て
い
る
▼
こ
の
現
象
を
ジ
ャ

ネ
ー
の
法
則
と
呼
ぶ
そ
う
。
生
涯

の
あ
る
時
期
に
お
け
る
時
間
の
心

理
的
長
さ
は
年
齢
の
逆
数
に
比
例

し
、（
年
齢
に
反
比
例
す
る
）」
生

き
て
き
た
年
数
に
よ
っ
て
一
年
の

相
対
的
な
長
さ
が
ど
ん
ど
ん
小
さ

く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
間
が

早
く
感
じ
る
と
い
う
▼
6
月
10
日

は
「
時
の
記
念
日
」。
多
忙
な
毎

日
の
中
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
毎
日

を
送
っ
て
い
る
。
あ
っ
と
い
う
間

を
感
じ
る
前
に
改
め
て
時
間
の
大

切
さ
を
自
覚
し
、
生
活
の
改
善
を

は
か
る
に
は
い
い
機
会
か
も
し
れ

な
い
▼
い
く
つ
に
な
っ
て
も
新
鮮

な
体
験
や
感
動
で
き
る
よ
う
な
体

験
が
で
き
る
余
裕
を
持
ち
、
じ
っ

く
り
時
間
を
噛
み
し
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
時
間
を
有
意
義
に

使
っ
て
い
き
た
い
。 （
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
）

年輪

　

冒
頭
、
甲
斐
地
本
執
行
委
員
長
は

「
今
、
２
部
長
よ
り
決
意
表
明
を
聞

か
せ
て
も
ら
っ
た
。
今
後
、
当
局
及

び
担
当
と
し
て
具
体
的
に
何
を
ど
の

様
に
九
州
局
と
し
て
進
め
て
い
く
の

か
を
議
論
す
る
場
に
し
た
い
し
、
九

州
局
当
局
と
し
て
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

精
神
で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

議
論
す
べ
き
は
議
論
す
る
と
い
う
労

使
の
信
頼
関
係
を
継
続
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。
定
員
削
減
が
進
む

中
で
円
滑
な
業
務
運
営
と
、
職
員
が

背
筋
を
伸
ば
し
意
欲
を
持
っ
て
業
務

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
今
年
度
も
お

願
い
す
る
。」
と
挨
拶
し
交
渉
に
入

り
ま
し
た
。

　

交
渉
事
項
と
し
て
は
、
令
和
５
年

度
予
定
総
括
表
を
受
け
て
、

　

１
．
2
0
2
3
年
度
業
務
運
営
等

　

２
．
事
業
実
施
体
制
の
確
立

　

３
．
労
働
安
全
の
確
保

　

４
．
そ
の
他

の
4
点
を
重
点
的
に
交
渉
を
行
い
ま

し
た
。

具
体
的
に
は
、

① 　
当
局
責
任
に
お
い
て
収
入
確
保

を
図
る
こ
と
。

② 　
生
産
・
造
林
・
林
道
等
の
各
種

事
業
な
ど
各
署
の
要
望
に
応
じ

た
必
要
な
予
算
確
保
を
図
る
こ

と
。
ま
た
、
非
常
勤
予
算
の
拡

充
も
併
せ
て
求
め
る
。

③ 　
要
員
不
足
、
事
業
量
増
加
に
よ

り
職
員
が
労
働
過
重
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
業
務
運
営
に

必
要
な
要
員
配
置
と
す
る
こ
と
。

ま
た
、
来
年
度
の
新
採
及
び
中

途
採
用
の
確
保
に
向
け
て
最
大

限
取
り
組
む
こ
と
。

④ 　
級
の
切
下
げ
や
役
減
が
行
わ
れ

て
お
り
、
こ
れ
以
上
は
認
め
ら

れ
な
い
。
署
段
階
で
必
要
な
ポ

ス
ト
が
空
席
と
な
っ
て
い
る
の

は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
一
般

職
員
が
役
付
け
ポ
ス
ト
業
務
を

行
っ
て
お
り
士
気
も
下
が
っ
て

い
る
。
昇
格
要
件
の
改
善
を
図

る
こ
と
。

⑤ 　
職
員
の
負
担
軽
減
に
向
け
て
、

抜
本
的
な
業
務
改
善
を
図
る
こ

と
。

⑥ 　
超
勤
の
縮
減
と
年
休
の
取
得
に

向
け
た
対
応
策
を
示
す
こ
と
。

⑦ 　
2
0
2
4
年
度
概
算
要
求
に
向

け
て
、
必
要
な
定
員
・
新
規
ポ

ス
ト
（
総
括
治
山
技
術
官
、
支

署
次
長
級
ポ
ス
ト
）
の
確
保
を

図
る
こ
と
。

⑧ 　
職
員
及
び
請
負
事
業
体
等
の
労

働
安
全
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

⑨ 　
心
の
健
康
づ
く
り
体
制
を
実
行

あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
。

⑩ 　
赴
任
旅
費
、
移
転
料
に
つ
い
て
、

離
島
の
自
家
用
車
運
搬
費
用
を

対
象
経
費
に
見
直
す
よ
う
求
め

る
。

⑪ 　
山
上
等
手
当
に
つ
い
て
、
支
給

要
件
緩
和
の
見
直
し
と
適
用
業

務
の
拡
充
を
求
め
る
。

⑫ 　
再
任
用
職
員
に
つ
い
て
、
支
給

対
象
外
の
手
当
を
支
給
対
象
と

す
る
こ
と
。
ま
た
、
赴
任
期
間
、

赴
任
旅
費
が
適
用
さ
れ
る
よ
う

改
善
を
図
る
こ
と
。

な
ど
に
つ
い
て
、
当
局
に
対
し
対
応

を
強
く
求
め
ま
し
た
。

当
局
か
ら
は
、

ア 

．
2
0
2
3
年
度
業
務
運
営
な
ど

に
つ
い
て
、
事
業
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
、
職
員
に
過
大
な
負

担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
応
援
体

制
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
を

取
り
な
が
ら
努
力
し
て
い
き
た

い
。

イ 

．
各
種
事
業
や
非
常
勤
職
員
に
お

け
る
署
等
へ
の
必
要
な
予
算
確

保
・
追
加
予
算
要
求
な
ど
に
つ

い
て
は
、
現
場
実
態
を
把
握
し
、

機
会
あ
る
ご
と
に
求
め
て
い
き

た
い
。

ウ 
．
空
席
ポ
ス
ト
の
現
状
に
つ
い
て
、

必
要
な
と
こ
ろ
に
人
員
を
配
置

し
な
が
ら
、
空
席
ポ
ス
ト
の
解

消
に
向
け
引
き
続
き
努
力
し
て

い
き
た
い
。
来
年
度
の
新
採
に

お
い
て
は
、
更
に
増
と
な
る
よ

う
取
り
組
み
た
い
。
ま
た
、
再

任
用
に
お
い
て
は
、
積
極
的
に

応
募
い
た
だ
け
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
に
努
め
、
で
き
る
限
り

要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

エ 

．
一
般
職
員
の
実
態
に
お
い
て
は
、

厳
し
い
要
員
実
態
の
中
で
、
職

員
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
事
業

実
行
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
に
お

い
て
も
機
会
あ
る
毎
に
求
め
て

い
き
た
い
。

オ 

．
業
務
改
善
に
つ
い
て
は
、各
署・

各
課
等
か
ら
の
事
務
改
善
提
案

等
の
積
極
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
と
新
た
な
技
術
の
活
用
等
を

進
め
、
抜
本
的
見
直
し
に
繋
げ

て
い
き
た
い
。

カ 

．
超
勤
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
管

理
者
等
へ
再
度
指
導
を
行
い
、
超

勤
縮
減
に
努
め
て
い
き
た
い
。
年

休
取
得
に
つ
い
て
は
、
取
得
し

や
す
い
雰
囲
気
作
り
に
努
め
な

が
ら
、
取
得
促
進
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

キ 
．
総
括
治
山
技
術
官
等
の
配
置
に

つ
い
て
、
上
部
に
現
状
を
伝
え

て
い
き
、
職
員
の
負
担
軽
減
の

対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ク 

．
労
働
安
全
確
立
に
つ
い
て
は
、

人
命
尊
重
に
変
わ
り
は
な
い
。
３

号
通
達
に
基
づ
き
職
員
の
労
働

安
全
確
保
を
図
り
、
請
負
事
業

体
等
に
対
し
て
は
、
当
局
の
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

な
が
ら
、
労
働
安
全
管
理
体
制

の
確
立
に
取
り
組
む
。

ケ 

．
心
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

管
理
者
等
が
目
配
り
・
気
配
り

を
行
い
、
早
期
発
見
・
適
切
な

初
動
対
応
な
ど
行
い
、
心
の
健

康
づ
く
り
対
策
を
一
層
推
進
し

て
い
く
。

コ 

．
赴
任
旅
費
、
移
転
料
に
つ
い
て

は
、
法
律
、
規
則
等
に
よ
り
定

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
要
望
に
つ
い
て
は
上
部
へ

伝
え
た
い
。

サ 

．
山
上
等
手
当
に
つ
い
て
も
、
法

律
、
規
則
等
に
よ
り
定
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
機

会
あ
る
毎
に
、
関
係
機
関
等
へ

改
善
要
望
は
行
っ
て
い
る
。
引

き
続
き
、
要
望
に
つ
い
て
は
上

部
へ
伝
え
た
い
。

シ 

．
再
任
用
職
員
に
お
け
る
手
当
等

に
つ
い
て
は
、
要
望
に
つ
い
て

は
上
部
へ
伝
え
た
い
。
な
ど
と

回
答
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
各
種
課
題
に
つ
い
て
問

題
点
は
多
く
あ
る
が
、
職
員
の
労
働

条
件
に
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
と
、

各
種
の
進
め
に
あ
た
っ
て
は
、
当
局

が
職
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

十
分
に
取
り
、
目
配
り
・
気
配
り
を

図
り
な
が
ら
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
、
緊
張
感
を
持
っ
て
取
り
組

む
こ
と
、
ま
た
具
体
の
各
課
題
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
継
続
・
協
議
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
て
交
渉
を
終
了

し
ま
し
た
。

事業予定等について交渉する地本執行部

当
面
の
行
動

6
月
1
日　

執
行
委
員
会

6
月
8
日　

 

連
合
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
連

絡
会
代
表
者
会
議
（
熊

本
市
）

6
月
10
日　

 

地
本
女
性
集
会
（
人
吉

市
）

6
月
11
日　

 

森
林
労
連
代
表
者
会
議
、

森
林
労
連
中
央
行
動

（
東
京
都
〜
12
日
）

6
月
14
日　

 

執
行
委
員
会
（
議
案
審

議
）

6
月
23
日　

 

全
国
代
表
者
会
議
（
東

京
都
）

6
月
24
日　

 

青
女
常
任
委
員
会
（
熊

本
市
〜
25
日
）

6
月
26
〜
7 

月
14
日　

中
央
・
地
本

オ
ル
グ

✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿

記事を募集しています‼
　分会で開催したいろんなイベントや会議、地域の
集会等の記事を募集していますので、教宣担当の
メールアドレスへ投稿をお願いします。
E-mail　sinrin14-utano@sage.ocn.ne.jp
 （教宣担当）

2023年度事業予定に対する円滑な業務運営など求める
～2023.4.26　地本団体交渉～

　

４
月
26
日
、
九
州
地
本
で
は
、
2
0
2
3
年
度
事
業
予
定
等
に

係
わ
る
団
体
交
渉
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
交
渉
は
、
当
局
交
渉
委
員
が
新
メ
ン
バ
ー
（
総
務
企
画
部

長
・
計
画
保
全
部
長
・
森
林
整
備
課
長
・
資
源
活
用
課
長
）
に
交

代
が
あ
っ
て
の
初
の
交
渉
と
な
り
、
令
和
５
年
度
業
務
予
定
に
対

し
て
の
当
局
認
識
を
改
め
て
問
う
交
渉
と
な
り
、
２
部
長
の
決
意

表
明
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

の匠匠 ワン
シトョッシシシトョッ

たくみたくみ

「海を望むジャカランダ」
（撮影者　出田正哲：宮崎南部分会）

「匠の一言」　
　昨年の台風の影響で例年より花が少ない
ですが紫がきれいです。
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【
内
海
通
信
員
：
局
分
会
】

　

４
月
29
日
（
土
）「
支
え
合
い
・

助
け
合
う
社
会
を
つ
く
り
、
く
ら
し

を
ま
も
る
！
笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来
を

め
ざ
し
、
力
を
合
わ
せ
、
と
も
に
進

も
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
連
合

熊
本
「
第
94
回
メ
ー
デ
ー
熊
本
県
中

央
祭
典
」
が
開
催
さ
れ
、
熊
本
市
近

郊
の
産
別
労
働
組
合
か
ら
約
２
千
名

が
集
結
、
局
分
会
よ
り
組
合
員
と
家

族
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
緩
和
を

受
け
、
４
年
ぶ
り
に
全
体
集
会
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
式
典
で
は
、
友
田
会
長

【
秋
吉
通
信
員
：
長
崎
分
会
】

　

連
合
長
崎　

第
94
回
諫
早
地
区

メ
ー
デ
ー
が
、
５
月
１
日
に
諫
早
市

役
所
前
交
流
広
場
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
年
度
に
お
い
て
は
コ
ロ
ナ
感
染

よ
り
統
一
地
方
選
や
メ
ー
デ
ー
の
起

源
に
ふ
れ
な
が
ら
「
県
内
の
春
闘
は

29
年
ぶ
り
高
水
準
と
な
る
賃
上
げ
率

で
あ
り
、
今
後
の
交
渉
に
も
波
及
さ

せ
る
た
め
に
も
各
構
成
組
織
を
支
援

し
て
い
く
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
蒲
島
知
事
よ
り

「
誰
も
が
働
き
や
す
い
労
働
環
境
を

症
状
況
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
を
考
慮

し
、
約
３
０
０
名
が
集
い
、
長
崎
分

会
か
ら
は
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

来
賓
と
し
て
連
合
長
崎
副
会
長
外
多

数
の
出
席
者
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

「
支
え
合
い
・
助
け
合
う
社
会
を
つ

く
り
、
く
ら
し
を
ま
も
る
！
笑
顔
あ

ふ
れ
る
未
来
を
め
ざ
し
、
力
を
合
わ

せ
、
と
も
に
進
も
う
！
」
と
の
メ
ー

デ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採
択
。

　

労
働
者
の
地
位
や
労
働
条
件
の
向

上
、
世
界
の
恒
久
平
和
、
各
団
体
が

推
薦
す
る
政
治
勢
力
の
維
持
拡
大
が

重
要
、
次
期
解
散
総
選
挙
に
お
い
て

は
総
力
を
結
集
し
「
働
く
こ
と
を
軸

と
す
る
安
心
社
会
」
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
む
旨
の
メ
ー
デ
ー
宣
言
を

採
択
し
、
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
三
唱
し
ま

し
た
。

　

祭
典
の
部
で
は
、
総
額
30
万
円
相

当
、
豪
華
景
品
総
数
３
５
０
本
の
大

抽
選
会
が
あ
り
ま
し
た
。
当
分
会
か

ら
は
、
清
田
さ
ん
が
最
初
の
当
選
者

と
な
り
、
い
き
な
り
の
当
た
り
で
大

興
奮
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
誰
も
当

た
ら
ず
、
他
人
様
の
分
を
う
ら
め
し

く
見
て
お
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

当
た
ら
な
か
っ
た
参
加
者
全
員
に
も

参
加
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
取
組
と
し
て
、

「
各
家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
ひ

と
り
親
家
庭
や
困
っ
て
い
る
方
へ
届

け
よ
う
‼
」
で
は
た
く
さ
ん
の
善
意

で
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
等
の
食
品
が
集

ま
り
ま
し
た
。

整
備
す
る
た
め
に
「
ブ
ラ
イ
ト
企

業
」
の
認
定
に
よ
る
普
及
・
拡
大
を

進
め
ま
す
。」
と
祝
辞
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
誰
１
人
取
り
残
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
社
会
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

未
来
を
目
指
す
メ
ー
デ
ー
宣
言
を
採

択
し
、
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
し
第
１
部

を
終
了
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
に

移
り
お
笑
い
ラ
イ
ブ
（
ば
っ
て
ん
荒

川
Jr.
な
ど
）、
恒
例
の
大
抽
選
会
や

子
供
向
け
の
ミ
ニ
新
幹
線
乗
車
会
な

ど
が
行
わ
れ
、
抽
選
会
で
は
、
当
選

番
号
が
発
表
さ
れ
る
中
、
一
喜
一
憂

し
、
後
藤
一
哉
さ
ん
の
奥
様
や
藤
川

Jr.
が
見
事
当
選
。
組
合
員
と
家
族
が

団
結
を
深
め
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

【
花
田
通
信
員
：
西
都
児
湯
分
会
】

　

４
月
29
日
、
西
都
市
内
ホ
テ
ル
で

第
94
回
西
都
地
区
会
議
メ
ー
デ
ー
が

開
催
さ
れ
、
森
林
労
連
か
ら
６
名

（
花
田
、
木
﨑
、
江
口
、
片
山
、
鶴

山
、
林
田
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

メ
ー
デ
ー
の
起
源
は
、「
８
時
間

は
労
働
に
、
８
時
間
は
休
息
に
、
そ

し
て
あ
と
の
８
時
間
は
自
由
な
時
間

の
た
め
に
」
を
求
め
１
８
８
６
年
米

国
労
働
者
が
ス
ト
ラ
イ
キ
に
立
ち
上

が
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
世
界

の
労
働
者
は
５
月
１
日
を
「
国
際
的

【
下
田
通
信
員
：
鹿
児
島
分
会
】

　

連
合
鹿
児
島
・
連
合
鹿
児
島
地
域

協
議
会
共
催
の
「
第
94
回
メ
ー
デ
ー

鹿
児
島
県
中
央
集
会
」
が
４
月
29
日
、

鹿
児
島
市
天
文
館
公
園
で
、
小
雨
の

降
る
中
、
各
構
成
組
織
か
ら
約
２
，

０
０
０
名
が
参
加
（
林
野
労
組
鹿
児

島
分
会
、
林
退
会
・
家
族
の
12
名
が

【
山
元
通
信
員
：
宮
崎
分
会
】

　

４
月
29
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た

「
第
94
回
連
合
宮
崎
・
宮
崎
中
央

メ
ー
デ
ー
」
に
宮
崎
分
会
よ
り
参
加

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
前
々
か
ら
の
天
気
予
報
が

外
れ
る
こ
と
な
く
あ
い
に
く
の
雨
模

様
と
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
構
成

組
織
・
単
組
よ
り
お
子
様
連
れ
の
家

族
な
ど
の
参
加
も
あ
り
大
勢
の
人
出

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

式
典
の
は
じ
め
に
は
連
合
宮
崎
の

中
川
会
長
よ
り
「
す
べ
て
の
働
く
仲

間
が
安
心
し
て
働
き
暮
ら
す
た
め
、

コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
な
ど
不
安
定
な
国
際
社
会
情
勢

を
起
因
と
し
た
物
価
高
か
ら
暮
ら
し

【
河
本
通
信
員
：
都
城
支
署
分
会
】

　

第
94
回
連
合
宮
崎
都
北
地
協
メ
ー

デ
ー
は
４
月
30
日
、「
沖
水
川
市
民

緑
地
公
園
」
に
各
産
別
か
ら
多
数
の

組
合
員
が
集
結
、
分
会
か
ら
も
８
名

が
参
加
し
、
小
雨
が
降
る
中
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
式
典
で
は
、
主
催
者
を
代

表
し
て
都
北
地
協

口
議
長
が
挨
拶
、

来
賓
と
し
て
連
合
宮
崎
中
川
会
長
、

都
城
市
長
、
三
股
町
長
、
先
の
宮
崎

県
議
会
議
員
選
挙
都
城
地
区
に
て
当

選
さ
れ
た
連
合
宮
崎
推
薦
永
山
俊
郎

な
団
結
の
日
」
と
定
め
１
８
９
０
年

５
月
１
日
、
第
１
回
メ
ー
デ
ー
が
多

く
の
国
で
開
催
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

西
都
地
区
会
議
メ
ー
デ
ー
の
式
典

で
は
、
議
長
や
各
来
賓
、
長
友
慎
治

衆
議
員
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、

「
物
価
上
昇
や
実
質
賃
金
の
低
下
に

よ
る
厳
し
い
生
活
環
境
、
各
労
働
条

参
加
）
し
ま
し
た
。

　

連
合
鹿
児
島
下
町
会
長
は
主
催
者

を
代
表
し
「
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
に
伴

う
様
々
な
制
限
が
緩
和
さ
れ
、
経
済

活
動
が
本
格
的
に
回
復
す
る
中
、
労

使
と
も
に
物
価
高
の
影
響
を
受
け
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。
賃
上
げ
や
人
材

確
保
が
で
き
る
職
場
環
境
の
整
備
を

求
め
て
い
く
。」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
あ
い
さ
つ
、

「
く
ら
し
を
守
る
取
り
組
み
を
最
優

先
に
進
め
る
。」
と
す
る
メ
ー
デ
ー

宣
言
を
全
体
で
採
択
。
連
合
鹿
児
島

地
域
協
議
会
徳
留
議
長
の
団
結
が
ん

ば
ろ
う
で
集
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
雨
の
中
、
天
文
館
周

辺
を
、「
賃
上
げ
、
く
ら
し
を
守
り
、

未
来
を
変
え
よ
う
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
で
、
4
年
ぶ
り
に
市
民
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

を
守
る
た
め
持
続
的
な
賃
上
げ
、
曖

昧
な
雇
用
の
課
題
解
決
で
く
ら
し
を

ま
も
る
取
り
組
み
を
最
優
先
に
進
め

よ
う
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

押
川
中
央
地
域
協
議
会
議
長
の
ガ

ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
第
１
部
を
締
め
く

く
っ
た
後
、
第
２
部
恒
例
の
お
楽
し

み
抽
選
会
で
は
連
合
宮
崎
会
長
賞
の

宮
崎
牛
が
当
選
･
･
･
と
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
か
ろ
う
じ
て
１

名
に
動
物
園
の
チ
ケ
ッ
ト
が
当
選
し
、

何
と
か
手
土
産
を
ゲ
ッ
ト
し
て
帰
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

氏
が
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
祭
典
で
は
、
お
楽
し
み
抽

選
会
が
あ
り
、
永
山
俊
郎
議
員
の
司

会
で
始
ま
り
、
各
産
別
か
ら
多
数
の

賞
品
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

　

抽
選
の
結
果
、
当
分
会
組
合
員
２

名
が
当
選
を
果
た
し
、
賞
品
を
獲
得

し
ま
し
た
。

件
の
改
善
に
向
け
、
労
働
者
が
団
結

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
」
と
訴

え
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
、

議
長
賞
の
マ
ン
ゴ
ー
や
副
議
長
賞
の

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
逃
し
ま
し
た
が
、

江
口
さ
ん
、林
田
さ
ん
が「
ろ
う
き
ん

賞
」の
電
気
ケ
ト
ル
、木
﨑
さ
ん
が「
こ

く
み
ん
共
済
C
O
O
P
賞
」
の
鰻

食
事
券
５
０
０
０
円
に
見
事
当
選
し

ま
し
た
。
３
名
の
笑
顔
と
３
名
の
残

念
な
表
情
は
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第94回メーデー（組合員と家族が団結を深める！）

「新採だけどベテランの働き！」
横田　貴彦さん（熊本分会）

　

今
回
、
熊
本
分
会
よ
り
紹
介
す

る
の
は
中
堅
の
ホ
ー
プ
こ
と
横
田

貴
彦
（
よ
こ
た
た
か
ひ
こ
）
さ
ん

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

横
田
さ
ん
は
、
令
和
５
年
度
新

規
採
用
で
生
ま
れ
も
育
ち
も
熊
本

市
の
シ
テ
ィ
ー
ボ
ー
イ
。
ま
た
、

社
会
人
枠
で
の
採
用
と
い
う
こ
と

で
、
新
採
で
あ
り
な
が
ら
一
種
ど

こ
か
慣
れ
親
し
ん
だ
、
昔
か
ら
い

た
仲
間
の
よ
う
な
雰
囲
気
す
ら
漂

わ
せ
て
い
ま
す
。

　

本
人
曰
く
、
殆
ど
が
初
め
て
の

業
務
で
周
り
の
支
え
が
あ
っ
て
、

日
々
な
ん
と
か
こ
な
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
経
理
担
当
で
年

度
当
初
か
ら
大
変
だ
っ
た
こ
と
も

感
じ
さ
せ
な
い
仕
事
っ
ぷ
り
。
前

職
は
労
働
局
（
主
に
熊
本

市
内
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

等
）
に
勤
務
さ
れ
て
い
た

と
の
こ
と
。
な
る
ほ
ど
、

多
少
忙
し
い
程
度
で
は
動

じ
な
い
の
も
頷
け
ま
す
。

　

趣
味
は
サ
ッ
カ
ー
、
登

山
、
弓
道
と
多
趣
味
で
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
の
片
鱗
も
う

か
が
え
ま
す
。
弓
道
は
昨

年
か
ら
再
開
し
た
ば
か
り

と
の
こ
と
で
す
が
、
学
生
時
代
の

成
績
は
全
国
ベ
ス
ト
16
の
腕
前

だ
っ
た
と
か
。
ま
た
、
登
山
は
九

州
の
山
々
を
定
期
的
に
登
っ
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
前
は
日
本
ア
ル
プ
ス

に
も
行
っ
た
と
い
う
ア
グ
レ
ッ
シ

ブ
さ
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
今
後
の
予
定
を
聞
い
た
ら
６
月

に
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
を
見
に
韓
国

岳
に
登
山
を
予
定
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

労
働
組
合
に
関
す
る
知
識
は
殆

ど
無
い
と
の
こ
と
で
す
が
、「
公

務
職
場
に
お
け
る
労
働
組
合
は
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
の
認

識
で
す
。」
と
大
変
心
強
い
言
葉

も
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
大

変
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
な
横
田
さ
ん
。

今
後
の
活
躍
に
期
待
で
す
。

 

（
今
村
通
信
員
：
熊
本
分
会
）

多趣味の持ち主の横田さん

支
え
合
い
・
助
け
合
う
社
会
を
つ
く
り
、
く
ら
し
を
ま
も
る
！

笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来
を
め
ざ
し

　
力
を
合
わ
せ
、
と
も
に
進
も
う
！

各
地
域
で
祭
典
が
開
か
れ
る

第９４回
メーデー

長
　
　
崎

局

西
都
児
湯

鹿
児
島

宮
　
　
崎

都
　
　
城


